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聊か 抽象的になる 恐れ は あるが、 無趣味な 数字 的 表 

記 を 避けて、 略 年代順に 各 作家の 寸評 を 試みる ことに 

する 

便宜上、 時代 的 特色 を 基礎と して、 所謂 現代劇 作家 

の 擡頭 を 四 つ の 時期に 別ければ、 

一 、 自由 劇場 時代 ( 一 八 八 七 I 九 四) 

一 一、 自由 劇場 没落 後 

三、 一 九 一 〇 年 前後 

四、 欧洲 大戦 後 

此の 順序 を 以て、 直ちに 各 作家の 年齢 を 推断す る こ 

と はでき ない。 また、 現存 作家よりも 晚く 出て 早く 没 



した 作家 も ある。 然し これら は、 仏国 現代 作家と して 

一 様に 見ら るべき もので あらう と 思 ふ。 

一 、 自由 劇場 時代 

十九 世紀 中葉 を 風靡した 浪漫主義 運動の 後 を 継いで、 

不完全ながら 写実主義 的 傾向 を その 戯曲に 盛った の は 

デ ユマ-フィス、 ォ— ジェ、 フゥ イエ、 サ ルド ゥゥ等 

であった が、 徹頭徹尾、 写実の 色 を 以て 舞台 を 塗り 上 

げた 劇的 天才 は、 云 ふまで もな く アン リ. ベックで あ 

る。 



『烏の 群』 『巴 里の 女』 のニ篇 は、 『戯れに 恋 はす まじ』 

の 作者、 浪漫派 劇詩 人 アル フレット • ド • ミュッセと 

共に、 彼 を 十九 世紀に 於け る 仏国 最大の 劇作家と した。 

自由 劇場 は、 畢竟 彼の 作品に、 文学的 ヒント を 与へ 

られ たと 云っても い、。 

「舞台 は 人生の 断片な り」 と 称へ、 『セ レナ アド』 『海』 

『主人』 等の 諸 作 を 以て 「活 きた 芝居」 の 標本 をし めさ 

うとした ジ ヤン. ジ ユリ ヤン は、 明かに ベック 門下の 

駿足で あり、 自由 劇場と 生死 を倶 にした 唯一 の 闘士で 

あつたが、 ー篇の 田園 悲劇 『アルルの 女』 によって、 

当時の メロドラマ を 一 蹴し 去った アル フォン ス • ドォ 



デの 純真な 魅力に 敵す る こと は 出来なかった。 

ゥ— ジェェ ヌ • ブ リュウ は、 ジ ユリ ヤンと 並んで ァ 

ントヮ ァヌの 事業に 参与した 劇作家で ある。 彼の 所謂 

「社会 劇」 は 真摯な 正義感に 満ちて はゐ るが、 全然 心理 

的の デリカ シィを 欠き、 テ エマの 露出と 冗長な 論議と 

を 以て 安価な 感激 を そ、 るに 過ぎない。 その 数多き 作 

品 中、 『揺籃』 『法服』 『弁護士』 など は 相当の 世評 を 博 

し はした が、 処女作 『ブラン シ エツ ト』 の 素朴な 悲劇 

味が、 彼の 芸術の、 最も 好ましい 代弁 を 務めて ゐる。 

自由 劇場から 生れて、 独り 新しい 道 を 開拓した 森林 

の 哲学者、 フランス ヮ. ド • キュレル は、 『新しき 偶像』 



完全に 実在 化させる こと を 妨げて ゐる やうに 思 はれる。 

これ は キュレルが、 思想家と しての 偉大 さに 反して、 

劇作家と して は、 屢々 好意 ある 批評家 を 悩ます 原因 を 

作り出す ので ある。 た y 彼が、 たまたま 純然たる 思索 

の 夢よ リ 醒めて、 その 描かう とする 抽象の 人物に、 心 

理解 剖 家と しての 鋭い 体験の 所産 を 盛る 時、 彼の 戯曲 

に は、 めまぐるしい 生命の 躍動 を 見る ので ある。 彼が 

最も 優れた 劇作家で あり 得る の はこの 場合 だけで ある。 

アン トヮ ァヌ は、 彼の 処女作 『身投げ をして 救 はれ 

た 男』 を 読んで、 感激の 余り 「傑作 現 はれたり」 と 叫 

びつ ゝ 室内 を 歩き 廻った とい ふ 事実から 推しても、 彼 



(動 性) を 基調と する 調剌的 喜劇の 流れ は、 ジョル 

ジュ • ク ウル トリ ィヌ によって、 近代的 ファルスの 典 

型 を 示した。 

ク ウル トリ ィヌも 亦、 自由 劇場に 於て、 その 傑作 『ブ 

ゥブゥ ロシュ』 を 発表した 作家で ある。 

彼の 作品 は、 多く は 所謂 「劇的 スケッチ」 とも 称す 

べき もので、 深刻な 人生 批評とまで は 行かない が、 犀 

利に して、 軽妙な、 性格 描写の 筆に よって、 社会の 戯 

画 的 諷刺に 成功して ゐる。 

彼 は モリエ— ルの 如く、 性格 的 r 型 」 を 創造す る こ 

と はでき なかった が、 現代 社会 を 形造る 階級 的 乃至 職 



家の 平和』 『真面目な お 華客』 等が ある。 (上記の 諸 作 

は 最近に 翻訳 を 発表す る 予定で ある) 

一 一、 自由 劇場 没落 後 

自由 劇場の 運動 は、 たまたま 自然主義 的 傾向の 露骨 

さに よって、 次第に 人心 を 離反 させた。 

而も 一方、 既に、 ヴ エル レエ ヌ、 ボォ ドレ エルの 名 

が 詩壇 を 風靡し、 象徴派の 運動が 漸次 活気 を呈 し、 ヮ 

グ ネ ル の 演劇 論が 、 舞台 革命家 の 興味 を惹き 始め て ゐ 

た。 



やがて、 同 語 国た る 隣邦 白耳義 に、 神秘主義の 大旆 

を か、 げて、 『闖入者』 の 作者 モォ リス • マァ テル ラン 

クが あら はれる。 

ポ オル • フォ— ルは 自由 劇場に 対抗して 芸術 座 を 起 

し、 詩劇の 復興 を 宣言して、 大いに リ リス ム のために 

気 を 吐かう とする。 (制作 劇場の 前身) 

此の 機運に 乗じて、 一 躍、 劇壇の 視聴 を 集めた 作家 

に エドモン • ロス タンと ポ オル • エルヴィユ ゥ とが あ 

る。 

十九 世紀の 黄昏よ リニ 十 世紀の 払暁に かけて、 仏国 

劇壇 は将に 一 大 転機 を 示さう とした。 



然しながら、 ロス タンと 云 ひ エルヴィユ ゥと云 ひ、 

実は 単なる 彗星 的 作家に 過ぎなかった。 

一 八 九 五 年 (自由 劇場 没落の 翌年) 『 鋏 』 を 発表し 

て、 「問題劇」 の 復活 を 前提し、 次で 『炬火お くり』 の 

舞台 的 成功に よ つ て 忽ち 大 劇作家の 名 を 擅に した ェ ル 

ヴィ ユウ は、 云 ふまで もな くデュ マ • フィスの 思想 的 

後継者で あり、 写実的 手法より 理想主義 的 傾向への 飛 

躍に 於て、 ゃゝ 古典 悲劇 作家の 面影 を 伝へ る ものと 云 

ひ 得よう。 

彼の 取扱 ふ 主題 は 常に 「或る 問題の 解決」 である。 

彼の 描く 人物 は 常に 「或る 原則の 傀儡」 である。 その 



彼 は 冷やかな 弁証 家で あると 同時に、 優しい 道徳家 

でも ある。 此の 冷やかさ によって 人 を 撃ち、 この 優し 

さに よって 人 を 動かす、 これが 彼の 戯曲の 魅力と 云へ 

ば 云へ よう。 

時の 右傾 的 批評家 は 声 を そろ へ て 彼の 出現 を 謳歌し 

た。 自然主義 末期の 「卑猥 劇」 に 眉 を 顰めつつ あった 

「真面目な 観客」 が これに 和した。 (春陽 堂 版 拙 訳 『炬 

火お くリ』 参照) 

ェ ルヴィ ユウ は 南米の 領事な どもした 外交官で ある。 

エルヴィユ ゥの 戯曲 は、 世評の 高き に拘 はらず、 当 

時の 文学的 欲求 を、 殊に、 「舞台の 詩」 を 夢み っゝ ある 



一 群の 観客 を 満足せ しめる こと はでき なかった。 

一 八 九 七 年 『炬火お くリ』 に 先んずる こと 四 年、 口 

スタンの 『シ ラノ. ド. ベ ルジ ュ ラック』 が、 ポルト - 

サン • マル タン 座の 舞台で、 観客の 熱狂 的 歓声 裡に、 

空前絶後の 成功 を 収めた こと を 忘れて はならない。 

象徴 劇の 前途 は、 暗澹と して ゐた。 

パリジ ヤニス ムを 背景と する 軽浮な 世相 喜劇 は、 将 

来、 二三の 才能 ある 作家に よって、 やう やく 芸術的 存 

在と なり 得る ので あるが、 一方 エルヴィユ ゥの、 動 も 

すれば 道学者 的な 固苦し さに、 何んでも い、、 一つの 

息抜き を 求めて ゐた 時代 は、 悲壮 喜劇 『シ ラノ • ド • 



を 結びつけて ゐる。 ユウ ゴォの 浪漫主義に、 ス カロン 

の 道化 味と コル ネィュ の 英雄主義と を 結びつけて ゐ る。 

そこから 仏蘭西 人の 伝統的な 生活の 色彩が 反映す る。 

勇壮に して 傷み 易き 心、 快活 恬淡に して 而も 世 を 拗ね 

人 を 嘲る 性格、 才気と 詩想に 富みながら 稀代の 醜貌と 

ムス クテ エル 

「岬」 の 如き 鼻 —— これが 銃 士 シラノ • ド • ベル ジュ 

ラックの 全幅で ある。 (春陽 堂 版 辰 野 鈴 木 両君訳 『シ 

ラノ • ド • ベル ジュ ラック』 参照)。 

ロス タン はな ほ 劇詩 『シャン トク レ エル』 を 残して 

早 逝した が、 その 模倣者ら は 遂に 「明日の 演劇」 を 指 

向す る 力 を 恵まれて ゐ なかった。 



此の間に、 黙々 として、 極めて つ 、ましき 小 喜劇 『人 

参 色の 毛』 を 書き上げ、 「これで、 芝居に なって ゐるだ 

らう か」 と アン トヮ ァヌを その 事務室に 訪れた 中年の 

作家が ある。 それ は ゴンク ウル、 ドォデ など を 友と す 

る、 時の 名 小説家 ジュ ウル. ルナ アルであった。 

此の 傑作 は、 可な りの 注目 を惹 いた。 が、 誰も 大き 

な 声 をして 叫ばなかった。 

『人参 色の 毛』 は、 他の 二 作 『別れ も 愉し』 『日々 の麵 

麴』 の 上演 後、 はじめて 舞台に かけられた。 彼 はな ほ、 

『ヴ エル ネ氏』 『田舎の 一 週間』 『偏屈な 女』 の 諸 作 を 残 

して 劇作家と しての 仕事 を 終って ゐる。 



に 拡大して、 幽玄な リ リス ムの 香り を 伝へ、 語らざる 

人生の 相 を 凝視す る 作者の 眼から、 その 禁慾 主義 的な 

吐息の 陰に、 深く 沈んだ 光 を 投げ かけさせて ゐる。 (春 

陽 堂 版 拙 訳 『別れ も 愉し』 『日々 の 麵麴』 とその 序 参照) 

ルナ アルの 歿後 十五 年、 今日の 若き 劇作家、 その 多 

く は 一 度、 此の 寡黙な 先輩に 耳 を 傾けた やうに 思 はれ 

る。 

彼の 声 は、 殆ど 聴き 取り 難いまでに 低い。 しかし、 

彼の 静かに 視 開かれた 眼 は、 遥かに 何もの か を 見定め 

てゐる ことが わかる。 

此の 時代に 輩出した 一 群の 劇作家 中、 今日まで その 



名声 を 保ち 続け、 現代 仏国 劇壇の 中堅 作家 —— 或は 大 

家の 列に 加 へられて ゐる もの は 可な リ 多い。 

パリジ ヤニス ムとは 即ち 巴 里人 気質で ある。 サロン 

と キヤ バレ (酒場) の 空気で ある。 機智と 感傷と、 気 

まぐれと 婉曲 さと は、 雑誌 『巴 里 生活』 の 主調で ある。 

所謂 自然主義 運動に 走らず、 所謂 象徴主義の 迷路に 

踏み 入る 勇気 を 持ち合せない 一 種の 芸術的 ボへミ ヤン 

は、 当時 巴 里の 中心に 発生し つ、 あった 「芸術的 酒場」 

(キヤ バレ • アルチ ス チック) の 一 に 集って、 盛んに 芸 

術 を 論じ、 杯 を 傾け、 盛んに 唄 ひ 盛んに 感激した。 そ 

の 集団の 一 つに 文学者、 美術家、 音楽家よ りなる 「影 



彼の 才気 は その 美貌と 相俟って、 巴 里 社交界の 人気 を 

一 身に 集めて ゐ ると 云へば 足りる。 

『プリ オラ 侯爵』 『決闘』 等の 作者、 アン リ • ラヴ ダン 

は、 ドネ ェ ほどの すっきりした 才気 はない が、 一種の 

「道楽者」 を 描く に 非凡な 筆 を 持って ゐる。 たまたま 

社会問題に 触れても、 「お 芝居」 の 面白さ 以上の もの を 

与へ 得ない。 

が、 此の 二 作家 は、 単独に 批評され る 場合に は、 も 

う 少し 褒められて もい、 作家で あらう。 

ジ ヤン. リシュパン は、 比較的 早く 世に出で、 而も 

『無頼漢の 群』 を 公に する まで、 単なる 「韻文 劇の 継続 



者」 と 見做されて ゐた。 此の 代表作 を 以て、 彼 は 始め 

て、 近代 生活の 詩的 表現に 成功した が、 そこに は、 心 

理的 興味 も 思想 的 魅力 もな く、 たゾ、 美しき 詩句に 彩 

られた 絵画 的 場面が あるば かりで ある。 

新 浪漫派 人情劇の 作者と して、 一時、 ブ ウル ジュヮ 

階級の 甘美 趣味に 投じた アン リ. バタ ィュは 『マ マン - 

コ リブ リ』 の 一作 を 以て、 当時 世論 を 沸かしつ、 あつ 

た 自由 恋愛の 悲劇的 顚末を 物語らう とした。 

彼 は 前に 云った 如く、 飽くまで も 人情劇 作家で ある。 

客間の 心理 解剖 家で あると 同時に 寝室の 詩人で ある。 

ポルト • リシ ュの 鋭利 さはない が、 その 観察に は 常に 



した。 

劇評 家と して 独自の 地歩 を 占め、 印象批評の 輝 やか 

しき 筆を揮 ひつ、 あった ジュ ウル. ルメェ トル は、 『女 

弟子』 『赦免』 等の 心理 喜劇に、 繊細な 観察と 潤 ひ ある 

機智 を 盛り、 「劇作に かけても 人後に 落ちない」 器量 を 

示した が、 「あまりに 洗練され た 趣味」 が災ひ をな して、 

「力」 ある 作品 を 創造す る ことができなかった。 

まだ 名 を 挙げられる 作家 は 相当に あるが、 この 時代 

を 代表す る ものと して は、 先づ これく らゐ にして 置か 

う。 た ゾヴォ ー ド ヴィル では あるが、 『自由の 重荷』 『衬 



で 一 人の 盗賊』 『英語 を 話せば これく らゐ』 などの ユウ 

モアに 富む 作品に よって、 殊に その 小説の 極めて 洒脱 

滑稽なる 諷刺に よって、 現代 仏国 文壇に 於け る 特殊な 

地位 を 占めて ゐる トリスタン • ベ ルナ アルの 名 を附け 

加 へても よから う。 

三、 一 九 一 〇 年 前後 

一 九 〇 六 年に ポオ ル • クロ オデルの 『正午の 分配』 

が 発表せられ、 同一 〇 年に は サン. ジョル ジュ. ド- 

ブゥェ リエの 『子供の 謝肉祭』 が 上演され、 一 三年に 



はジュ ウル. ロマンの 『都巿 占領軍』 が 舞台に かけら 

れた。 

此の 期間に 於て、 仏国 劇の 先駆 的 傾向 は、 正に 著し 

い 特色 を 示す に 至った。 

勿論、 劇壇の 本流 は、 なほ 写実的 心理 劇の 注目す ベ 

き 作品 を 生みつ、 あった。 たゾ 当時の 新進作家ら は、 

多く、 分析より 綜合へ、 客観より 主観へ、 局部より 全 

体へ、 外部から 内部へ、 故意より 無意識へ と 表現の 対 

象 を 求め、 「物語る」 か はりに、 「指し示す」 こと、 「暴 

露す る」 か はりに、 「感じさせる」 こと を、 最も 好まし 

き 表現 手段と して 選ぶ やうに なった。 



ポ オル • クロ オデル は、 必ずしも、 此の 傾向 を 代表 

する 作家で はない。 彼 は 何よりも 宗教 的 詩人で ある。 

彼の 作品に は 「諷剌 的 神秘 劇」 の 名が 冠せられ ると 同 

時に、 また 「象徴的 社会 劇」 の 名で これ を 呼ぶ こと も 

許される であらう。 彼の 魂 は、 加 特カ的 信仰から 生れ 

る 特殊 的な 理想に 燃え、 その 体験に は 常人の 窺 ひうる 

^ J とが 出来な い 半面が あ る やう に 思 はれる が、 最も 傑 

れた 詩人に 賦与され る 調和と 生気に 満ちた 想像力が、 

企まず して 香り 高き 文体と 相俟って 彼の 作品に 「偉大 

なる 真理の 閃き」 を 与へ てゐ る。 

反ブ ウル ジ ュ ヮジィ の 思想、 正義と 寛大の 信念が、 



上演され た 時、 一般 観衆に さへ 大きな 感動 を 与へ、 連 

日 満員の 盛況 を呈 し、 批評家 をして 意外の 眼 を 見張ら 

しめたと 伝 へられる。 が、 クロ オデル は、 自作の 上演 

が、 如何なる 結果 を 生む か を 知って ゐる。 『正午の 分 

配』 は、 まだ 何処の 舞台で も 公演 を 許可し ない ことに 

して ゐる。 

クロ オデルが、 或る 意味に 於て、 「明日の 戯曲」 を 導 

く 作家で あると すれば、 エドモン. セェ は、 この 時代 

に 於け る 最も 聡明に して 魅力に 富む 仏蘭西 劇 伝統の 継 

承 者で あらう。 

エドモン. セェに は、 ポルト • リシ ュ 程の 鋭 さはな 



のから 区別され る 著しい 特色 は 見えない やうで ある。 

た、 V、 狂 燥と 愁訴の 雰囲気に っゝ まれた 愛慾の 世界、 

道化た 仮面の 下 を 流れる ほろ 苦が い 涙の 味が、 独特な 

リ リス ム となって 一 つの 傑れた 近代 悲劇 を 形造る。 そ 

こに、 在来の 写実 劇に は 見られない 「感情の 昂揚」 が 

ある。 彼の 思想に は、 往々 かの 単純 主義者に 見る ぎ ご 

ちな さが あり、 その 技巧に は、 直接 ソフォ クレス 乃至 

シ ェクス ピィャ を 模倣した 点が ある やうに 思 はれる が、 

彼の 作品 は、 上記 『子供の 謝肉祭』 以後、 『女の 一 生』 

『奴 隸』 『テ エブ 王 エヂ ボス』 『トリスタン • ィ ゾルド 物 

語』 に 至る まで、 全体として、 直截な 心理描写と、 超 



自然に 対する 一種 信仰に 似た 力の 肉迫に よって、 極め 

て 感動に 満ちた 劇的 効果 を 挙げて ゐる。 

科学者に して 哲学者 を 兼ね、 「網膜に 依らざる 視覚」 

の 生理的 発見に よって 学界 を 驚かした 詩人 ジュ ウル - 

ロマンは 所謂 「ュナ ニス ム」 の 唱道 者で ある。 大戦 前、 

戯曲 「都巿 占領軍」 を 発表して 劇作家と しての 第一歩 

を 踏み出した。 「ュナ ニス ム」 に関する 詳論 は 此処で 

する 暇 はない が、 要するに、 群集の 心理 活動、 共同 意 

志の 世界 を 対象と する 一 種の 芸術的 立場 を 指す ので、 

処女作 『都巿 占領軍』 は 戯曲と して 欠点の 多い もので 

あるが、 戦後 ヴィ ユウ. コロン ビエ 座で 上演した 『ク 



ロム ディル .ヴ イエ ィュ 村』 は、 多くの 批評家に よつ 

て 殆ど 黙殺され たに も拘 はらず、 演出 者 ジャック • コ 

ポオ は、 これ を 以て 偉大な 劃期的 作品が 屢々 遭遇す る 

運命な りと した。 その後 『放蕩の 虜 になった ツル ァ 

デック 氏』 及び 『ク ノック』 『ツル アデ ック 氏の 結婚』 

の 三 作 は、 軽妙な ファン テジィ と 辛辣な 諷刺に よって、 

作者の 多面な 才能 を 示す も のとして 劇壇 の 注目 を惹 い 

た。 

彼 は、 ヴィ ユウ. コロン ビエ 座 附属 演劇 学校 長と し 

て、 詩学の 講座 を 担任し、 なほ 演劇に 関する 公開 講演 

を 行って ゐる。 



驚嘆すべき 幻想の 詩人、 透徹した 人生の 批判者 ジョ 

ルジュ • デュアメル は、 『戦 ひ』 『彫像の 影に』 の 二 作 

を 以て、 クロ オデル 流の 象徴的 社会 劇 を 試み、 光輝 あ 

る 未来 を 期待 させ、 大戦 後 『闘士 社』 『ラポ アン トとロ 

ピ トォ』 の 二 作 を 発表した が、 予期の 進境 を 示さない 

のみ か、 却って 前 二 作、 殊に その 小説に 見る が 如き 思 

想の 清澄 さ を 欠き、 僅かに 天才 的 感性が その 片影 を留 

めて ゐる に過ぎない。 

か、 る 時、 直接 イプセンの 影響 を 受けた 「論議す る 

芝居」 の 輝 やかし い 幕が、 マリィ. ル ネル ゥ なる 一女 

性 作家の 手に よって 閉 ぢられ たこと を 特筆し なければ 



ジャック • コ ポオが、 同人 等の 後援 を 得て、 ヴィ ユウ- 

コロン ビエ 座 を 創立した のが 一九 一四 年で ある。 演劇 

の 本質 は、 古来の 劇的 天才が、 その 不朽の 作品 中に 遺 

憾な くこれ を 盛って ゐる。 吾々 は、 その 本質 を 探究 吟 

味して、 これ を 完全に 舞台の 上に 活かし、 凡ゆる 不純 

な 分子 を 斥けて、 演劇の 光輝と 偉大 さと を 真に 発揮せ 

しめようと いふの が、 コ ポオの 主旨で ある。 新奇 を 街 

ふ 似而非 芸術家と、 因襲 を 墨守す る 官学 的 芸術家への 

挑戦で ある。 

ヴィ ユウ. コロン ビエ 座 は、 そこから 「無名 作家 を 

世に出す」 こと を 誇る 前に、 明日の 作家 をして、 演劇 



てゐ たもの が 神 を 呪った。 神 を 嘲って ゐ たもの が 神の 

前に 拝 跪した。 眼 を 「自己」 の 上から 「民族」 の 上に 

転じた。 その 眼 を、 更に、 「自己」 の 上に 投げた。 

その 渦中から、 小説で は、 バ ルビ ュスの 『砲火』 デュ 

ァ メルの 『殉教者の 生涯』 が 生れた に拘 はらず、 劇作 

の 方面で は、 殆ど 見るべき ものがない。 

た V 一九 一 六 年、 史詩 的 象徴 劇 『鷺の 群と フ イネ ッ 

ト』 によって 民族的 感情の 渦巻 を 高雅な 韻律に 託し、 

『王女』 『薔薇色の 頰を もてる 少女』 『慈愛の 聖母』 等の 

諸 作に よって、 愛国 的 熱情 を 歌った 詩人 フランス ヮ- 

ポルシェ は、 保守的な 国立劇場の 観客 を 魅し 去る こと 



に 成功した。 戦後の 巴 里、 国家主義の 残骸と 超 国境 主 

義の 萌芽、 酔 ひつ ぶれた スモォ キングと 厚化粧 の 喪服、 

ヂ ャヅバ ンドと ラヂォ コンセ エル、 こ の 生活の 色調 を 

写して、 「泣くな、 笑へ」 と教 へる アルフレッド. サヴ 

ヮ アルの 虚無的 デカ ダニ スム は、 ゃゝ 時代 的 特色 を 伝 

へた ものと 云へ やう。 

『パス トウ— ル』 の 一 作に よって、 「真面目な 劇」 を 試 

みはした が、 そして、 名優 を 父に 有つ 果報 を 実証 はし 

たが、 生来の 駄々 ツ子 サシャ • ギ イト リイ は、 やはり 

「き は どい 洒落」 と 「おどけた 感傷」 の 作家で ある。 

『ナポレオン 式の 男』 や 『ジャック リイ ヌ』 や、 これ 



彼の 取扱 ふ 主題 は、 前に 述べた 如く、 主として 潜在 

意識の 問題で ある。 「第二の 魂の 盲動」 である。 時に 

は アイ ンシ ユタ インの 「相対性原理」 が 基礎と なり、 

時には フロイドの 「精神分析」 が 根柢と なって ゐる。 

但し 彼 は 多くの場合、 その 作 中の 人物 を 単に 思想の 

傀儡に して 了 はない 手腕 を 有って ゐる。 それ どころ か 

彼の 芸術の 力強 さは、 寧ろ それぞれの 人物が、 考 へる 

以上に 感じて ゐる ことで ある。 思想劇の 到達すべき 頂 

点で あらう。 (春陽 堂 版 拙 訳 ルノルマン 作 『時 は 夢な 

り』 及び 『落伍者の 群』 参照) 

フェル ナン. クロム ランクの 名 は、 制作 劇場が 始め 



バイ ロンの 詩に 託さう とした。 それ は ハム レットの 捨 

白、 ファン タジォ の 独白に 似て、 しかもな ほ 一層 虚無 

的な 心境の 告白で ある。 眼 まぐ るし き 感情の 飛躍と、 

未知の 世界 を 凝視す る 静かな 理智の 閃きと、 そこから、 

或る 独特な 心理的 リズム を 醸し出す ところに 彼の 劇的 

天分が ある。 

彼 は その後、 制作 劇場 を 脱退して、 自作 『ハム レツ 

トの 結婚』 をォ デオン 座で 上演した。 間もなく 『予の 

ために 予は 余りに 偉大な リ』 は、 コメ ディ ー. フラン 

セェズ の 舞台に かけられ、 新進作家 として 稀 有の 待遇 

を 受けた。 一作 ごとに 露 はに なりつ、 ある 作者の 驕慢 



な 主観が、 芸術家と しての、 彼の 前途 を 気遣 はせ はす 

るが、 それが 若し、 若き 天才の 自己 陶酔で あると すれ 

ば、 むしろ、 将来の 成熟 を 刮目して 待つべき であらう。 

ヴィ ユウ. コロン ビエ 座 は、 戦後 事業の 基礎 を 確立 

して、 着々、 理想の 実現に 向って 進んだ が、 その 間に、 

幾人 かの 新作 家 を 紹介した。 そのうちで、 特に 注目す 

べき はシャ ルル. ヴィ ルド ラックで あらう。 彼 は 中年 

を 越えた 詩人で ある。 そして、 その 劇作 は、 最も 正し 

き 意味に 於け る 自然主義 的 作品で ある。 『郵船 テナ シ 

チイ 号』 『巡礼』 『欠けた 人間』 『ミ シェル • ォ ー ク レエ 

ル』 これらの fe: を 通じて 見た るヴィ ルド ラック は、 そ 



的な ものである。 

デュ ラン はヴィ ユウ • コ ロン ビエ 座に ゐ たことの あ 

る 俳優で ある。 コ ポオが、 動もすれば、 仏蘭西 趣味に 

執し 過ぎる に 反し、 デュラン は 却って 伊太利、 殊に 西 

班 牙 的 色彩に 傾かう として ゐる。 カルデロン、 グラウ、 

ピラン デル 口な ど を 好んで 上演す る 所以で ある。 此の 

一 座から、 最近、 仏国 作家と して、 マルセル. ァシャ 

アル を 生んだ。 『あたいと 一 緒に 遊ばない』 の 一 作 は、 

此の 少壮 作家の 卓抜なる 喜劇 的 才能 を 認めさせた。 

バ チイ は、 仏国で は 他に 類のない 純粋の 舞台監督で 

ある。 それだけ、 彼の 演劇 論に は、 北欧 演劇 学者の 影 



響が あるが、 彼 は 何よりも、 無名 作家の 発見に 努力し、 

新作の 上演 を 唯一 の 看板と して ゐる だけに、 どこか 新 

劇 運動 者ら しい 潑淛 味が ある。 此の 一座から 世に出で、 

大 なる 未来 を 嘱望され てゐる 作家に、 ジ ヤン. ジャッ 

ク. ベ ルナ アルが ある。 父 トリスタンの 血を享 けて ゐ 

るに も拘 はらず、 彼 は、 グロテスクな 喜劇に 向 はずし 

て、 静かな 情緒 劇に 筆 を 染めた。 『マルチ ィヌ』 『二度 

燃え 上らない 火』 『旅の 誘 ひ』 等に 於て、 あくまでも、 

蕭 やかな 魂の 囁きに 耳 を 傾けた。 「音 もな く 咲いて 音 

もな く 凋む 一 輪の 花の 命 を、 或る 限られた 時間に 観察 

する ことが 出来る としたら、 それ は 恐らく、 彼の 戯曲 



を 観る ことになる であらう」 とい ふ 批評 は、 蓋し、 繊 

細な 暗示に 富む 心理描写の 清澄な 詩的 表現 を 云 ひ尽し 

てゐる やうに 思 はれる。 

その他、 戦後の 巴 里 劇壇が 生んだ 新進作家 中、 ドウ 

二 • アミエルと ォべィ (『にこに こした ブ ウテ 夫人』)、 

ブゥ サック. ド. サン. マルク (『ギ ュ ピオの 狼』)、 フォ— 

レ- フレミエ (『混乱の 吐息』)、 マルシア ル. ピエ ショ 

ォ (『パスカル 嬢』)、 レイナ アル (『心の 主』 『凱旋門 下 

の 墳墓』)、 クロ ォド • ァネ (『ブ ゥラ 嬢』)、 アン リ-ゲ 

オン (『階下の 貧者』)、 アンドレ ニン イド (『サ ュル 王』) 

等 は、 それぞれ 興味 ある 作品 を 発表して 新しい 問題 を 



提供した。 

度々 引合 ひに 出た ヴィ ユウ • コ 口 ンビ ェ 座の 首脳 

ジャック. コ ポオ も、 最近、 『生れ 家』 とい ふ 処女 劇作 

を 発表して、 批評家 を アツと 云 はせ た。 それ は、 スカ 

ンヂナ ヴィャ の 肉に 仏蘭西の ソォス を 掛け、 フ ラマン 

の 胡椒 を 振った やうな ものである。 イプセン ドべ リイ 

コ ポオ ランクで ある。 しかし、 流石に 一 世の 舞台芸術 

家で ある。 家族制度 の 悲劇 を 主題と して 陳套に 陥らず、 

各人 物の 性格 的 対立 も、 極めて 鮮やかな 表現に 達し、 

その 結構の 手堅 さ、 わけても 彼 独特と も 思 はれる 微妙 

な 対話の リズムが、 此の 戯曲 をして、 傑作の 名 を 擅に 



させる 所以で あらう。 兎も角も、 此の 一 作 は 最近の 仏 

国 劇壇に 大 なる セン セェ シ ョ ンを 起した のみならず、 

コ ポオの 名 をして、 益々 光輝 ある ものと した。 

ダダの 詩人 ジ ヤン. コク トォが 『エッフェル塔 上の 

結婚』 を 発表し、 未来派の 作家 ジ ィル. ガリィ ヌが 『春 

の 日の どよめき』 を、 ララ 夫人の 組織す る 『芸術と 活 

動』 社の 試演 舞台に 上せた こと も 附記して 置かう。 ラ 

ラ 夫人の 主張に 関して は、 本 講話 『演劇 論』 中で 略説 

して 置いた。 

勿論、 まだ 名 を 挙げれば 挙げられる 作家が 可な り あ 

る。 ァカ デミ ィ 会員に なって、 劇壇に 重き をな して ゐ 



る 老大家の 名 さへ、 わざわざ 挙げなかった の も ある。 

(エミイル. ファ— ブル、 口べ エル • ド • フレ エル 等) 

新進作家 のうちで も、 その 才能に 於て 上述 諸 作家と 比 

肩し 得る ものが、 随分 あるに は ある。 が、 かう いふ 紹 

介の 常と して、 幾分 傾向 批評が 主になる ので あるから、 

例へば、 小説家と して 名声 ある 作家が、 偶々 脚本 を 書 

き、 それが、 戯曲と して さした る 特色 もな く、 その 作 

家の 芸術的 才能に 新しい 一 面 を附加 するとい ふやうな 

もので ない 時には、 その 作家 は、 こゝで 問題に する 必 

要はない と 思った ので ある。 例へば、 ロマン. 口 オラ 

ン ゃブゥ ルジェの 戯曲 は、 共に、 われわれに 取って 興 



味 はない ものである。 それよりも アナ トオル . フラン 

スの小 喜劇 『クランク ビル』 に は、 まだ 独創的な 魅力 

が ある。 

劇作家と してなら ば、 アンドレ. シュ ワレスよりも 

まだし も エミイル • マゾ ォを 挙げ、 モォ リス • バレス 

よりも マル タン • デュ • ガ アル を 挙げる のが 至当で あ 

らう。 

扨て、 仏蘭西の 現代劇 を 通じて、 「昨日の 演劇」 の 余 

映と、 「明日の 演劇」 の 曙光と を、 はっきり 見分ける こ 

とが 出来る とすれば、 前者 は、 観察と 解剖の 上に 立つ 



写実的 心理 劇、 並びに 論議と 思索と を 基調と する 問題 

劇で あり、 後者 は、 直感と 感情 昂揚、 綜合と 暗示に 根 

ざす 象徴的 心理 劇 乃至 諷剌 劇で あらう。 

此の 二つの 流れ は、 それぞれ 出発点 を 異にして ゐる 

こと は 云 ふまで もない が、 前者が 後者の 上に、 何等、 

好ましい 影響 を 与へ てゐ ない とい ふ 見方 は 誤りで ある _ 

いろいろの 意味に 於て、 今日の 演劇 は、 写実よりの 離 

脱に 向 ひつ、 あると 同時に、 新しき 象徴 手法の 舞台 的 

完成 時代で あると 云へ るが、 演劇に 於け る 写実主義の 

根柢 は、 それほど、 薄弱な もので はない。 実 人生の 相 

がー つの 舞台 的 表現に よって、 美しい 真理の 光 を 放つ 
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1925 (大正 S) 年 5 月^日 発行 

※ 「文芸 講座」 掲載 時の 題 は 「現代 仏蘭西の 劇作家」。 



※カタ カナ 書きの 名詞に 見られる 拗 促音の 小 書きの 混 

在 は 底本の ままと しました。 但し、 以下の ルビ 中の 拗 

音、 促音 を、 小 書きし ました。 「境遇 (シ チュ ェシ ヨン)」 

「結構 (コンポジション)」 「道化 味 (ビュル レス ク)」 

「心理的 I 陰影 (ニュアンス)」 「感興 (ファン テジィ )」 

入力 .. 

校正 ： Juki 

2009 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(httD://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



